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〔研究室紹介〕
農業経済学科 「国際開発経済論研究室」
InternationalDeveloPuaentEconomics
池 上 彰 英
経済のグローバル化が進むなかで,わが国と開発途上国 とくにアジア諸国との経済的なつなが
りはいよいよ強 くなっています。開発途上国の社会経済問題に対する関心もますます深ま り,開
発途上国の経済発展のためにわが国がいかなる貢献を果たしうるのかが厳しく問われています。
一部の開発途上国はいまだに食料不足に直面しており,すべての開発途 上国が貧困問題(絶対的
な貧困問題 もしくは地域間格差や階層間格差といった相対的な貧困問題)を解決できずにいると
言っても過言ではありません。開発途 ヒ国における食料問題については言うまでもなく,農産物
価格の低位性や農村過剰人口との関わりの深い貧困問題についても,農業経済学の重要な研究課
題となっています。
以 上のような時代的要請ならびに研究需要の高まりに応えるために,200ユ年に新設されたの
が 「国際開発経済論研究室」です。担当教員の主要な研究課題は中国の食料 ・農業問題や農業政
策ですが,研究室の学習 ・研究テーマはもう少し広く,東アジアや東南アジア各国の経済発展や
経済政策について多角的な切 り口から取り⊥げています。また,ア ジアの農業について考える際
には,人口稠密なアジア農業 と土地が豊富な新人陸農業との比較,途上国の農業搾取政策と先進
国の農業保護政策との比較 という視点を大事にしています。なお,毎年3年 次の学生を対象に
中国における農村調査実習(写 真1
写真1:中 国農業科学院農業経済研究所での授業風景
39-一
～2参照)を 実施 していますが,中
国全体では最 も豊かな部類 に属 する
北京近郊の農村を訪れた学生が北京
市内との大 きな経済格差にシ ョヅク
を受け るの を見て,中 国における経
済格差問題の深刻さをあ らためて痛
感させ られます。
卒業論文のテーマについては,で
きる限 りゼ ミ生の 自主性を重ん じる
方針を とって おり,卒 業生の多 くが
民間企業や農業団体に就職す ること
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か ら,自 分の進む業界に関係の深い
研究 テーマを設定 することも奨励 し
ています。 もっとも,結 果的には開
発途上 国の経 済や 農 業に関 連す る
テーマで卒論 を執筆す るゼ ミ生が 多
く,そ のなかには実際に現地調査を
実施 して作成 した 「タイの経済発展
と農村 の変 化1(図1参 照)や,
「ラオスの経 済発展の行方;,「中国
チ ェーン小売業の発展 」な どユニー
クで優れた論文が多数あ ります。
ゼ ミは今の ところ学生の人気 も比
写真2:北 京近郊での 「日光温室」(冬の北風を遮るために北
側が土壁になっている)を利用した野菜栽培
較的 高 く,毎 年15名前後が入室 してお ります。開 発問題や国際協 力に関心の強い学牛 が多 く入
室 していることもあ り,卒 業生のなかからは英国Reading大学 のPoliticalandlnternationalStu-
diesの大学院 に進学す る ものや 青年海外協 力隊員 として フ ィジー に赴任す る もの,大 学院進学
後JICAのインター ン としてエチ オピア に派遣 される ものな どが現れ てお り,ア ジアをテ リ ト
リー とす る教員の活動範囲をは るかに超 えてグローバル に羽ばたいてい ます。
?
シの木 。ソムオー果 樹 を
開拓する前 は一面ヤシの木
ピった。
川 。ソムオ ーの木 の水 供 給 に使 う。
またコーヒー屋や 銀 行がポ ートに
乗ってやってくる。
アームユテイ用 の家
図1バ ンコク郊外のソムオ 一ー(ザボン)農 家の様 子
(安藤秋の卒業論文よ り引用)
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